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   Recently we experienced a case of leiomyosarcoma of the bladder. The patient,  39-year-
old house wife, was admitted to our clinic complaining of hematuria and frequency. Tumor 
was found on cystoscopy and total  cystectomy was performed. Histopathological diagnosis 
was leiomyosarcoma of the bladder. 
   The patient is alive, well, and without metastasis 4 months following surgery. 
   Literature was reviewed.
膀胱肉腫は非常 に稀 な疾患 であるが,膀 胱平
滑筋 肉腫は更に稀 な疾患 である.本 症 は,1875
年のGussenbauerの報告以来,少 数例を数
えるに過ぎず本邦で は和気(1938)の報告以来
10例を数え るに過 ぎない 最近我 々は本症の1
例を経験 したので,こ れを報告す ると共 に,集

















血 液 所見:赤 血 球 数381万,血色 素量50%(Sahli),
白血球 数7500,白血 球 の 百分 率 に 異常 は な い.血 沈 値
は1時 間値82mm,2時 間 値126mm.
血 液 化 学 所見:NPN28mg/d1,TotalProtein6.8
g/d1,Na144mEq/1,K.4.6mEq/1,C1102mEq/1,Ca
9.6mg/dl,Inorg.P3.8mg/d1.
泌 尿 器科 的所 見:両 側 腎は 共 に触 れ な いが,膀 胱 部
には 軽 度 の圧 痛 が あ る.し か し,異 常 腫瘍 は 触 知 し得
ない,
尿 所 見 ・血 性1團濁,ア ル カ リ性,蛋 白(冊),糖
(一),ウ ロ ビ リ ノーゲ ン正 常.沈 渣 では 赤血 球(柵)
白血 球(耕),上 皮(+),球 菌(+)
膀胱 鏡 所 見:初 診 時膀 胱 容 量 は180cc,高度 の腫 瘍
状 所見 のた め に,両 側尿 管 口は不 明.一 面 に 認め られ
る腫 瘍表 面 は 褐色 で,被 苔 に 被わ れ,乳 頭 状 で,茎 部
は 不 明 であ る.青 排 泄試 験 で は色 素 排泄 は 両 側共 注 射
後6分 で も認 め られ な い.入 院 時,膀 胱 容 量 は約20cc
で膀 胱 内検査 は不 能 で あっ た.
双手 触 診 所 見=膣 内 及び 腹 壁 上か ら双手 触 診 をす る
と,鷲 卵 大 で 弥 力性,か な り移 動性 の あ る腫 瘤 を触 れ
る.
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レ線所見=単 純レ線像では異常がなく,排泄性腎孟
レ線像も,第1図 の如 く,両腎とも正常である.しか
し,膀胱 レ線像では,第2図 の如 く,頂部右寄 りに小
児手拳大,楕 円形の陰影欠損がみられた.
以上の所見より膀胱腫瘍と診断して,昭和36年7月


































Doeshingが自験例 を報 告す ると共 に,文 献
よりその14例を集 めている.次 いで1943年に
Crane&Tremblayがこれに7例 を追加 して
いる.本 邦 に於 ては,1958年に南等が以上の報
告 を含めて 自験 の1例 と共 に,合 計48例を集 め
ている.更 に我 々は第1表 に示 す如 く,こ の1














































以上の如 く,我 々は血尿 を主訴 と し て 来 院
し,膀 胱腫瘍 の診断 のも とに膀胱全別除術を施
行 し,組 織学的 に膀胱平滑筋 肉腫 と診断 した1
症例 について報告 したが,本 症 にっい てい ささ
かの文献的考察 を試みる.
(1)報告例:本 症 に関 しては1875年にGus一
の報告 による各1例 で,総 数は57例にな る.
(2)発生頻度
(i)全 膀胱腫瘍中 の膀胱 肉腫 の発生頻度:
膀胱 肉腫 は膀胱 に発生す る上皮性腫瘍 に比 して





1600例中7例 に夫 々膀胱 肉腫 を見た とのべてい



























































































を見た と報告 してい る.我 々の教室 に於け る昭
和25年1月より,昭 和36年8月 までの統計 によ
ると,全 膀胱腫 瘍229例中,膀 胱 肉腫は本症例
を含めて2例 であつ た.以 上 の統計 にみ られる
様に,全 膀胱腫瘍中膀胱 肉腫 の割合は0.2～2.0
%で あると云える.




(13.2%)と報告 されている.本 邦で は高橋等
(1959)が30例中5例(16%)と のべ てい る.
従つて膀胱平滑筋 肉腫 は膀胱 肉腫 の12～16%に
みられ るものであろ うと思われる.
(3)年令及 び性:Herman及 びLongley等
は,膀 胱肉腫 は幼年及 び老年 に好発す る と記載
しているが,第3表 の如 く,膀 胱平滑筋 肉腫は
9才以下及 び50才以上 に多 く見 られ ている.し
かし,30～39才の女子 に7例 がみ られたのは,
男性におけ る年令分布 と比較 して興味深い.
Munwes及びMcCrea&Postも 記載 し





Silbarも記載 している如 く,膀 胱平滑筋肉腫
に特有の症状 はない.文 献例を症状別 に分類す
る と第4表 の如 く,血 尿 を見 るものが最 も多 く
41例を数えている.次 いで尿意頻数33例,排尿
第4表 膀胱平滑筋肉腫の症状
症 状 例 数
血 尿
尿 意 頻 数
排 尿 困 難
下 腹 部 痛
排 尿 痛
腫 瘤 触 知
体 重 減 少
夜 尿

























記載 している如 く,血 尿が主症状である と云 え
る.
(5)発生部位:Lowsleyによると膀胱平滑
筋 肉腫 は後壁及 び側壁に多 いとされてい るが,
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Silbar&Silbarは30例中後壁8例,右 側壁
7例,左 側壁5例 等 と記載 している.我 々の集
めた57例についてみ ると,後 壁11例,右 側壁9
例,左 側壁8例,側 壁 とのみ記載せ る も の2























を充す もの2例,部 位不明2例 とな つ て い る
が,Khoury&Speerの 言 う様 に三角部 より
発生 した ものはなかつた.こ れは膀胱平滑筋 肉
腫 の特徴の一っであ る様 であ る。
(6)治療:現 状では膀胱全別除術 が最 良の治
療法であ るが,腫 瘍が小 さい場合 には膀胱部分
別除術 も施 行 され ている.
⑦ 予 後:膀 胱平滑筋 肉腫 の予後 は極 めて不
良であっ て,Lev&Bel1は 症状発現後1年 以
内に死亡す ると記載 し てい るが,Silbar&
Silbarによると第6表 に示す如 く1年 以内に
死亡 した もの16例で,3年 以上生存 した もの4
例 となつ てい る.第7表 に示 した57例について
も大体同様で,6カ 月以内に死亡 し た も の16













無処置及び不明 14 5年 以 上
計 57 死 亡





















期 間 不 明
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